
防
災
・
減
災
・
国
土
強
靭
化

の
推
進
・
拡
充
を
求
め
る
意

見
書提出

者
　
大
村 

文
俊 

議
員

　

近
年
、
全
国
各
地
で
起
こ

る
自
然
災
害
が
激
甚
化
・
広

域
化
し
て
い
る
。

　

国
に
対
し
「
防
災
・
減

災
・
国
土
強
靭
化
の
た
め
の

３
か
年
緊
急
対
策
」
の
５
年

以
上
の
対
策
期
間
延
長
、
地

方
財
政
措
置
の
拡
充
を
図
る

こ
と
な
ど
を
求
め
る
。

日
本
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条

約
の
参
加
・
調
印
・
批
准
を

求
め
る
意
見
書

提
出
者
　
澤
田 

道
孝 

議
員

　

人
類
史
上
初
め
て
広
島
・

長
崎
に
原
子
爆
弾
が
投
下
さ

れ
て
75
年
が
経
過
。

　
「
唯
一
の
戦
争
被
爆
国
」

と
し
て
核
兵
器
全
面
禁
止
の

た
め
に
真
剣
に
努
力
す
る
証

と
し
て
、
核
兵
器
禁
止
条
約

に
参
加
、
調
印
、
批
准
す
る

こ
と
を
強
く
求
め
る
。

　

こ
の
条
約
が
極
め
て
重
要

な
中
身
に
な
っ
て
い
る
と
い

う
点
を
強
調
し
た
い
。

　

北
朝
鮮
の
核
開
発
が
問
題

に
な
っ
て
い
る
が
、
世
界
の

国
か
ら
核
兵
器
を
無
く
す
こ

と
を
全
面
に
押
し
出
し
な
が

ら
、
北
朝
鮮
の
孤
立
を
つ
く

る
事
が
重
要
で
あ
る
。

　

そ
の
点
で
、
核
兵
器
禁
止

条
約
に
一
刻
も
早
く
日
本
政

府
が
賛
成
し
批
准
国
に
な
り
、

そ
の
先
頭
に
立
つ
こ
と
を
訴

え
る
。

意意
見見
書書

意意
見見
書書

意
見
書

町
民
の
声
を

　  

内
閣
総
理
大
臣

　
　  

　
　
な
ど
に
提
出

町
民
の
声
を

　  

内
閣
総
理
大
臣

　
　  

　
　
な
ど
に
提
出

　

委
員
及
び
補
充
員
が

決
ま
り
ま
し
た
。

令
和
２
年
12
月
25
日

か
ら

令
和
６
年
12
月
24
日

ま
で

新
美
博
康
（
東
部
）

仙
波　

晃
（
英
比
）

平
井
執
男
（
草
木
）

新
美
洋
子
（
南
部
）

竹
内
秀
一
（
南
部
）

市
川
久
司
（
東
部
）

小
林
保
行
（
英
比
）

竹
内　

淳
（
草
木
）

（
敬
称
略
）

阿久比町
選挙管理委員
阿久比町

選挙管理委員

任
　
期

委
　
員

補
充
員

採
　
択

採
　
択

賛
成
討
論竹

内
　
　
強 

議
員

　条例の目的
　新型コロナウイルス感染症の感染拡大を町一丸と
なって防止し、不当な差別的取扱い等を禁止するこ
とで、町民が安心して生活できる社会を守るため。

　条例の主な内容
●町が行うこと
•新型コロナウイルス感染症が発生したときやそ
のおそれがあるときは、町内における発生やま
ん延を防止するために必要な対策を的確かつ迅
速に実施すること。
•正確かつ最新の情報の収集、整理及び発信に努
めること。この場合に、個人情報の保護に留意
し、風評被害の発生の防止に努めること。

●町民の皆さんにお願いすること
•新型コロナウイルス感染症に関する正しい知識
を持って、予防やまん延防止に十分な注意を払

うよう努めること。
•感染症対策に協力するよう努めること。
●事業者の皆さんにお願いすること
•新型コロナウイルス感染症に関する正しい知識
を持って、予防やまん延の防止に十分な注意を
払うこと。
•自己の管理する施設や場所で、適切な感染拡大
防止のための措置を講ずるよう努めること。
•感染症対策に協力するよう努めること。
●不当な差別的取扱い等の禁止
•新型コロナウイルス感染症の患者、濃厚接触
者・家族、医療・介護・福祉などの従事者に対
して、感染していることやそのおそれがあるこ
とを理由として、不当な差別的取扱いや誹謗中
傷をしてはならないこと。
•根拠のない情報や誤った情報により、風評被害
を発生させてはならないこと。

コロナからみんなで守ろう 阿久比町

「阿久比町新型コロナウイルス感染症に関する安心まちづくり条例」
を制定しました。

＊詳しくはホームページを確認してください。
■お問い合わせ　健康介護課 保健係　☎0569-48-1111　内線1521
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